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おめでとうおめでとう
ございますございます

百寿
　

３
月
15
日
、
羽
崎
ふ
ゆ
さ
ん

（田
沢
湖

神
代
）
が
１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら

れ
、
お
祝
い
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ふ
ゆ
さ
ん
（
左
）
に
お
祝
い
と
花
束
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

羽
崎
ふ
ゆ

羽
崎
ふ
ゆ
さ
ん
さ
ん

　

３
月
13
日
、
角
館
高
校
で
２

年
生
が
地
域
や
身
の
回
り
の
課

題
な
ど
に
つ
い
て
考
え
、
そ
の

探
究
成
果
を
述
べ
る
探
究
発
表

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
体
の
テ
ー
マ
を
「
地
域
社

会
の
未
来
に
向
け
て
提
言
し
よ

う
」
と
し
、
自
然
科
学
や
社
会

科
学
の
ほ
か
、ス
ポ
ー
ツ
、芸
術
、

医
療
、
教
育
な
ど
12
分
野
、
45

の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
発
表
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

探
究
は
、
２
年
生
の
生
徒
が

３
～
５
人
の
班
に
分
か
れ
、
班

ご
と
に
テ
ー
マ
を
決
定
。
昨
年

の
４
月
か
ら
約
１
年
か
け
て
探

究
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
幅
広
く
、「
武
家
屋
敷

に
ホ
タ
ル
を
飛
ば
そ
う
」
や
「
仙

北
市
の
少
子
化
問
題
」、「
桧
木

内
川
の
水
は
キ
レ
イ
？
」
な
ど

仙
北
市
に
関
連
す
る
テ
ー
マ
も

多
数
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
班

が
テ
ー
マ
に
も
と
づ
き
作
成
し

た
ポ
ス
タ
ー
を
体
育
館
内
に
設

置
。
２
年
生
が
そ
の
前
で
発
表

し
、
１
年
生
が
視
聴
す
る
形
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

探
究
発
表
会
を
実
施

角
館
高
校
２
年
生
が
地
域
の
課
題
な
ど
を
探
究

　

ポ
ス
タ
ー
は
、
仮
説
～
検
証

～
考
察
・
結
論
の
順
に
わ
か
り

や
す
く
探
究
の
成
果
が
ま
と
め

ら
れ
、
ポ
ス
タ
ー
を
用
い
た
発

表
を
１
年
生
は
熱
心
に
聞
い
て

い
ま
し
た
。

　

後
半
に
は
「
田
沢
湖
に
ク
ニ

マ
ス
は
復
活
で
き
る
の
か
」
な

ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
班
の
全
体

発
表
も
行
わ
れ
、
田
沢
湖
の
水

質
や
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
生
息
状

況
な
ど
の
調
査
内
容
と
そ
の
考

察
結
果
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
に
と
っ
て
は
、
探

究
活
動
を
通
じ
て
地
域
の
様
々

な
課
題
に
目
を
向
け
、
未
来
を

考
え
る
よ
い
機
会
と
な
っ
た
よ

う
で
し
た
。

第 8 回田沢湖公民館まつり第 8 回田沢湖公民館まつり
各種サークルの作品などを展示

各ブースでテーマに沿った発表が行われました。

　

３
月
９
日
、「
第
８

回
田
沢
湖
公
民
館
ま
つ

り
」
が
田
沢
湖
総
合
開

発
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
田
沢
湖

公
民
館
を
通
じ
て
活
動

し
て
い
る
各
種
サ
ー
ク

ル
に
よ
る
編
み
物
や
手

づ
く
り
か
ご
、
ア
ー
ト

盆
栽
な
ど
多
数
の
作
品

が
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た

方
は
じ
っ
く
り
と
見
て

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
石
星
華
さ

ん
に
よ
る
テ
ー
ブ
ル
フ

ラ
ワ
ー
教
室
の
無
料
体

験
も
行
わ
れ
、
参
加
者

は
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

な
が
ら
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
テ
ー
ブ
ル
フ
ラ
ワ
ー

を
制
作
し
て
い
ま
し

た
。

　
テ
ー
ブ
ル
フ
ラ
ワ
ー

を
初
め
て
作
っ
た
と
い

う
井
上
チ
ヨ
さ
ん
は

「
前
か
ら
興
味
が
あ
り
、

公
民
館
ま
つ
り
に
来
て

体
験
教
室
が
あ
る
こ
と

を
知
り
参
加
し
た
。
難

し
か
っ
た
け
ど
楽
し

か
っ
た
。
玄
関
に
飾
り

た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
様
々
な
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

全体発表の様子。2年生の生徒たちが作ったポスター。

　
３
月
13
日
、
一
般
社
団
法
人
秋
田
県
仙
北
建
設
業

協
会
と
同
協
会
建
友
会
か
ら
、
市
内
の
特
別
支
援
学

級
の
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
２
台
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
日
、
市
役
所
西
木
庁
舎
を
訪
れ
た
建
友
会
の
高

橋
祥
享
会
長
は
「
特
別
支
援
学
級
に
、
私
た
ち
が
手

伝
え
る
こ
と
が
な
い
か
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ

た
。
仙
北
市
の
ほ
か
大
仙
市
、
美
郷
町
に
も
リ
ク
エ

ス
ト
を
聞
い
て
、
こ
の
事
業
を
続
け
て
い
る
」
と
話

し
ま
し
た
。

善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

タブレット端末を
寄贈いただきました

一般社団法人秋田県仙北建設業協会建友会

　
３
月
11
日
、
東
日
本
大
震
災
か
ら

12
年
と
い
う
時
間
が
流
れ
、
震
災
を

風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ふ
る
さ
と
を
思
う
時
間
と
し
て

「
と
し
ょ
か
ん
コ
ン
サ
ー
ト
『
世
界

を
旅
す
る
春
の
詩
』」
が
、
田
沢
湖

図
書
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
倉
持
千

惠
子
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
演
奏
で
ス
タ
ー

ト
し
、
加
藤
真
弓
さ
ん
の
歌
や
朗

読
、
安
藤
満
里
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
や
ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
演
奏
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

と
し
ょ
か
ん
コ
ン
サ
ー
ト

世
界
を
旅
す
る
春
の
詩

あ
の
日
を
振
り
返
り
、

ふ
る
さ
と
に
思
い
を
は
せ
る
時
間
に

　
コ
ン
サ
ー
ト
前
半
は
、
世
界
の
音

楽
と
作
品
の
朗
読
、
後
半
に
は
日
本

の
ふ
る
さ
と
に
思
い
を
寄
せ
る
よ
う

な
春
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
内
容
に
、

定
員
を
超
え
る
来
場
者
は
歌
声
や
演

奏
の
音
色
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。
最
後
に
は
、
ア
ン
コ
ー
ル
に
応

え
た
出
演
者
３
人
に
花
束
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　
会
場
を
訪
れ
た
方
は
「
ホ
ー
ル
で

の
演
奏
と
違
っ
て
、
出
演
者
と
の
距

離
が
近
く
一
味
違
う
コ
ン
サ
ー
ト
も

よ
か
っ
た
」と
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

美しい歌声と演奏が観客を魅了しました。

コンサートに出演した（左から）加藤真弓さん、倉持千
惠子さん、安藤満里さん。

左
か
ら
建
友
会
の
佐
藤
達
也
副
会
長
、
須

田
教
育
長
、
高
橋
祥
享
会
長
、
西
宮
優
太

事
務
局
長
、
齋
藤
法
副
会
長
。

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－
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おしらせおしらせ
ナビナビ ～輝くとき～輝くとき栄光･表彰

樺細工で生まれ変わった  奇跡のピアノコンサート vol.12
　神代小学校改築の際、廃棄される予定だったピ
アノで演奏されます。美しい樺細工と音色をお楽
しみください。

【4月22日 土 】伊藤伸（ピアノ）《ワルツ op.70-2
（ショパン）ほか》

【4月23日日 】廣田ちひろ（ピアノ）《版画より ｢
塔｣（C. ドビュッシー）ほか》

【4月26日水 】北嶋奏子＆安藤満里＆大谷祥子
（ヴァイオリン・ビオラ&クラリネット&ピアノ）
《魅惑のワルツ（マルケッティ）ほか》

【4月29日 土･祝 】斎藤洋（ピアノ）《ユモレスク 
変ト長調作品101-7（ドヴォルジャーク）ほか》

【4月30日日 】大曲高等学校合唱部（～歌の花束を
あなたに～ Vol.8《浜辺の歌（林古渓／詞 成田為
三／曲）ほか》

【時間】各日とも 13:30 ～ 14:10（1 回公演）       【場所】角館町平福記念美術館
【入場料】無料 ▼ピアノのメンテナンスとコンサート継続のため募金箱を設置しています。

ご協力いただけましたら幸いです。 ▼館内の展示をご覧いただく場合は観覧料が必要で
す。 ▼駐車場は美術館向かい大駐車場（有料・１日500円）をご利用ください。

【問合せ】Oto を楽しむ会～古きピアノに樺のアート・プロジェクト～
　 ▼安藤 ☎090-2989-2918  ▼倉持 ☎090-5233-6127

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

相
談
相
談

募
集

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

セ
ミ
ナ
ー
・
教
室

セ
ミ
ナ
ー
・
教
室

コ
ロ
ナ
関
連

没後90年 平福百穂展
　今年は角館町出身の日本画家・平福
百穂没後 90 年にあたります。美術館所
蔵作品を中心に個人所蔵家からも借用
し、若い頃から晩年にかけての百穂作
品を展示します。また、常設展示室で
は百穂の父・穂庵の作品を展示します。
この機会にぜひ郷土が誇る百穂の貴重
な作品をご鑑賞ください。

【会期】4月16日日 ～ 6月25日日 
※月曜日休館（4月17日、24日、5月1日は開館）

【開館時間】9:00 ～ 17:00（入館は16:30まで）
【場所】角館町平福記念美術館
【入館料】一般500円、小中学生300円（団体は20人より）※仙北市民は無料
【問合せ】角館町平福記念美術館 ☎54-3888

双峯瑞雪（大正 13年）

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

八乙女 YOSAKOII 祭
　県内外からよさこいチームが集い、熱く激しく大迫力のステージを繰り広げます。キ
レのある演舞と大旗の共演が見どころです。圧巻のパフォーマンスをお楽しみください !

【日時】4月22日土 12:15 ～ 16:45
【場所】道の駅なかせん前 県道256号土川中仙道路特設会場
【観覧料】無料
【問合せ】八乙女 YOSAKOI 祭実行委員会 桜秀心舞 秋山勝紀 ☎090-2999-2787

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

仙北市社会福祉協議会 
4月の心配ごと相談日
　社会福祉協議会では、事前予約制で相
談援助活動として心配ごと相談を行って
います。相談日 3 日前まで予約のご連絡
ください。

【日時・場所】 ▼ 12日水 13:00 ～ 15:00・
田沢湖福祉医療センター ▼ 13日 木 
13:00 ～ 15:00・社会福祉協議会角館
支所 ▼ 17日 月 10:00 ～ 12:00・同西
木支所 ▼ 19日 水 13:00 ～ 15:00・田
沢湖総合開発センター

【申込・問合せ】仙北市社会福祉協議会
　 ▼角館支所 ☎54-2493 ▼田沢湖支所 

☎43-1368 ▼西木支所 ☎48-2940

▼ ▼ ▼ Consultation相　談

令和5年第4回 お薬相談会
　今、服用している薬のこと、ご家族が
服用している薬のことなどお薬の相談会
を行います。お気軽にご相談ください。

【日時】4月25日火 15:00 ～ 16:30
【場所・問合せ】クオール薬局田沢湖店
　☎43-9189

▼ ▼ ▼ Consultation相　談

秋田県盲ろう者向け
通訳・介助員養成講座

【日時】5月20日土 ～ 7月15日土 
　毎回土曜日（全9回）　
　 ▼ 5月20日、6月3日、10日、17日、24日、

7月1日、8日（10:00 ～ 16:00） 
　 ▼ 5月27日（10:00 ～ 13:00） 
　 ▼ 7月15日（10:00 ～ 15:00）

【場所】大仙市大曲交流センター（大仙市
大曲日の出町2丁目7-53）

【受講料】無料。ただし、テキスト代（税
込2,540円）、外出介助実習時の昼食代
は実費負担。

【定員】10人程度
【申込期限】4月26日水

【申込方法】詳しくはホームペー
ジをご覧ください。

【申込・問合せ】秋田県聴覚障害者支援セ
ンター  ☎018-874-8113

　FAX 018-862-1820

▼ ▼ ▼Seminar&Lessonセミナー・教室

詳しくは
こちら

　
仙
北
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
（
佐
々
木
健
会
長
）
が
主
催
す
る
「
令
和
４
年

度
仙
北
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
」
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
各
種
大
会
で
優
秀
な
成

績
を
残
し
た
33
個
人
、
5
団
体
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

【
受
賞
者
】
※
敬
称
略
・（ 
）は
競
技
種
目

▼�

特
別
賞

特
別
賞  

佐
々
木
将
汰
（
カ
ヌ
ー
）
／
三
島
廉
（
同
）

▼�

栄
光
賞

栄
光
賞  

柏
谷
星
来
（
陸
上
競
技
）
／
武
藤
愛
美
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

／
澤
山
輝
和
（
同
）
／
高
橋
好
彦
（
同
）
／
伊
藤
雅
英
（
同
）
／
佐
川

和
花
（
弓
道
）
／
阿
部
晃
之
（
同
）
／
齋
藤
美
喜
子
（
同
）

▼�

奨
励
賞

奨
励
賞  

小
松
大
斗
（
ダ
ン
ス
）
／
水
平
譲
翔
（
ス
キ
ー
・
水
泳
）
／

湯
澤
蓮
（
空
手
）
／
木
村
光
来
（
水
泳
）
／
菊
地
心
（
同
）
／
高
橋
凛

（
空
手
）／
新
田
淳
仁（
同
）／
加
藤
穂
華（
水
泳
）／
佐
々
木
雄（
空
手
）

／
新
田
悠
仁
（
同
）
／
木
元
佑
（
水
泳
）
／
木
元
晴
樹
（
同
）
／
小
野

翔
（
剣
道
）
／
佐
々
木
碧
波
（
ス
キ
ー
）
／
藤
澤
遥
陽
（
弓
道
）
／
佐

藤
亜
耶
希
（
柔
道
）
／
田
口
悠
歩
（
同
）
／
藤
村
世
海
（
同
）
／
清
水

快
真（
ス
キ
ー
）／
松
橋
奏
空（
サ
ッ
カ
ー
）／
石
川
才
稀（
陸
上
競
技
）

▼�

団
体
栄
光
賞

団
体
栄
光
賞  

角
館
高
校
定
時
制
男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部(

バ
ド
ミ
ン

ト
ン)

《
金
谷
慎
吾
・
千
葉
極
夢
・
武
藤
佑
河
・
三
浦
一
馬
・
伊
藤
修
兵
・

鈴
木
魁
晟
》
／
角
館
大
久
会
【
男
子
】（
弓
道
）《
藤
田
純
葵
・
小
田
野

直
光・阿
部
晃
之
》
／
角
館
大
久
会
【
女
子
】（
弓
道
）《
齊
藤
美
喜
子・

田
口
朱
実
・
佐
川
和
花
》

▼�

団
体
奨
励
賞

団
体
奨
励
賞  

き
た
う
ら
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）《
齋
藤
柑
奈
・
三
浦
柚
友
・
佐
藤
瑶
姫
・
草
彅
夏
音
・

伊
藤
咲
羽
・
三
浦
梨
衣
菜
・
佐
藤
漣
華
・
藤
井
七
絆
・
山
口
葵
澄
・
樋

口
瑛
玲
奈
・
大
楽
悠
乃
・
本
間
琴
葉
・
佐
藤
莉
乃
》
／
角
館
女
子
ミ
ニ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）

《
田
口
楽
奈
・
渡
邊
あ
す
か
・
高
橋
愛
華
・
坂
本
結
羽
・
藤
原
向
日
葵
・

佐
々
木
碧
麗
・
米
澤
美
月
・
佐
藤
妃
那
・
柏
木
美
穂
・
髙
橋
未
怜
・
工

藤
瑠
莉
菜
・
相
馬
望
初
・
佐
藤
和
花
》

▼�

指
導
者
賞

指
導
者
賞  

齋
藤
博
栄
（
ス
キ
ー
）
／
佐
藤
隆
信
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

令
和
４
年
度

仙
北
市
ス
ポ
ー
ツ
賞

　2月25日と26日、田沢湖スポーツセンター
で「令和4年度第2回東北ブロックスポーツ
少年団ミニバスケットボール交流大会」が開
催され、角館ミニバスケットボールクラブス
ポーツ少年団が敢闘賞（３位）の成績を収め
ました。
　大会では、準決勝で敗れはしたものの、3
位決定戦で山形のチームに勝利し最後まで健
闘しました。

角館ミニバスケットボールクラブスポーツ少年団が敢闘賞（第 3 位）
令和４年度第 2 回東北ブロックスポーツ少年団ミニバスケットボール交流大会

健闘した角館ミニバスケットボールクラブスポーツ少年団の皆さん。

各賞の表彰が行われました。表彰式に出席した皆さん。
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おしらせおしらせナビナビ
OSHIRASE NAVI

令和5年度慰霊巡拝
　厚生労働省では、ご遺族を対象とした
旧主要戦域などでの慰霊巡拝を実施して
います。令和５年度は次の地域で実施予
定ですので、参加を希望される場合は下
記までお問い合わせください。なお、新
型コロナウイルス感染症の感染状況およ
び現地情勢などにより、実施を見合わせ
る場合があります。

【実施地域】カザフスタン、中国、インド
ネシア、ビスマーク諸島、北ボルネオ、
インド、硫黄島、東部ニューギニア、フィ
リピン、マーシャル諸島

【問合せ】秋田県健康福祉部 福祉政策課
　監査・援護班  ☎018-860-1318

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

消防本部の「救急救助課」が
「救急課」に変わります

　5 月 1 日㈪から「救急救助課」が「救
急課」に変わります。救助に関するお問
い合わせは「警防課」が担当します。救
急に関するお問い合わせは今までどおり

「救急課」までお願いします。
【問合せ】大曲仙北広域市町村圏組合消防本部
　 ▼救急課（救急関係） ☎0187-63-0318
　 ▼警防課（救助関係） ☎0187-63-0314

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

不動産管理に関する制度の
改正・新法施行のお知らせ
　４月１日から不動産の管理に関する制
度が改正され、４月 27 日からは新しい
法律がスタートします。
　「放置されている空き地があり迷惑して
いる」「利用されていない空き地を取得し
たい」などお考えの方は【所有者不明土地・所有者不明土地・
建物管理制度建物管理制度（民法 264 条の 2、264 条
の８関係）】の改正により手続きがしやす
くなります。また「相続した不動産を放
棄したい」などお考えの方は【相続等に相続等に
より取得した土地所有権の国庫への帰属より取得した土地所有権の国庫への帰属
に関する法律に関する法律】が適用されます。

【問合せ】秋田県土地家屋調査士会 大曲支
部 支部長 桂田仁平  ☎0187-88-8881

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

北部ごみ処理センター
ごみの処理・ペットの火葬
についてのお問い合わせ
　４月 1 日より、北部ごみ処理センター
への、お電話でのお問い合わせが次の番
号になります。

【電話】42-8177　【FAX】42-8178
【問合せ】大曲仙北広域市町村圏組合
　環境事業課  ☎54-3305

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

善意ありがとうございます
【仙北市社会福祉協議会へ寄付】
2月受付分　敬称略
◆藤峰成利（小館）
◆本庄護（上桧木内字大地田）
◆田中良子（生保内字上滝沢）
◆熊谷京子（生保内字武蔵野）

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

▼ ▼ ▼ Recruitment募　集

やさしいヨガ教室
【期日】4月27日木

【時間】 ▼受付10:00 ～ 10:15 ▼講師紹介
10:20 ～ 10:25 ▼講習10:30 ～ 11:30

【場所】角館交流センター 第2研修室
【講師】草薙千里氏（全米ヨガアライアン

ス RY200保持）
【参加対象】成人女性の方 15人限定
【持ち物】ヨガマット（バスタオル可）、飲

み物など
【申込期限】4月21日 金 14:00までに下

記までお申し込みください。
【申込・問合せ】仙北市スポーツ協会 小玉
　☎42-8690

▼ ▼ ▼ Recruitment募　集

朗読学習会
　声を出すことは身体能力を高めることに
つながります。この機会に美しい日本語を
話す学習をしてみませんか？ぜひ皆さまご
参加ください。

【日時】4月～ 11月の第3木曜日 
　10:00 ～ 12:00または13:00 ～ 15:00

【場所】仙北市総合情報センター 2階 相
談室

【講師】塩田睦子氏（元ABSアナウンサー・
NPO 日本朗読協会会員）

【対象】全8回の講習を継続して受講できる方
【定員】先着20人
【受講料】1回につき1,200円
【問合せ】冨岡  ☎090-6222-4261

地域密着型サービス
事業所を公募します

【公募するサービス】①定期巡回・随時対
応型訪問介護看護 ②看護小規模多機能
型居宅介護

※整備地域 : 大仙市、仙北市、美郷町全域
※整備期間は令和5年度

【応募要件】 ▼設置主体が法人であること
（②は病床を有する診療所の開設者で
も可） ▼整備期間内に事業の開始が可
能であること ▼介護保険法第78条の2
第4項各号に該当しないこと ▼公募に
係る説明会に参加すること

【公募に係る説明会】 ▼日時：4月28日金

13:30 ～ ▼場所 / 大仙市役所仙北庁舎
3階大会議室 

【申込方法】「法人名、参加者名、電話番
号、開設を希望する事業名、開設予定
地、開設予定時期」を明記し、電子メー
ルにより申し込み。電子メール送信後
に届いたか、電話で確認をしてくださ
い。（参加は1法人につき2人まで）

【申込期限】4月21日金 17:00
【申込・問合せ】大曲仙北広域市町村圏組

合 介護保険事務所 指導監査班
　☎0187-86-3913
　E-mail j-kansa@oskaigonet.or.jp

▼ ▼ ▼ Recruitment募　集
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　　介護保険事務所から　
65 歳以上の方で介護保険料が特別徴収（年金から差し引き）されている皆さんへ

▶ �大曲仙北広域市町村圏組合 介護保険事務所 保険給付班 ☎ 0187-86-3911
▶ �仙北市長寿支援課（角館庁舎） ☎ 43-2281　▶ �仙北市包括支援センター（角館庁舎） ☎ 43-2283

問合せ

　４月・６月に特別徴収（年金から差し引き）される金
額は、令和５年２月と同額です。
　介護保険料は、6月に決定される住民税の課税状況な
どによって、7月にその年度に納める金額（確定保険料）
が決まりますので、８月・10月・12月・2月の金額は
7月の通知書でお知らせします。

　確定保険料での徴収ができない４月・６月は、令和５
年２月の保険料額と同じ金額での徴収となります。
　なお、４月から初めて特別徴収が開始される方には通
知書をお送りしていますが、昨年度から引き続き特別徴
収されている方にはお送りしていませんので、ご了承願
います。

4月 6月 8月（※） 10月 12月 2月
12,000円 12,000円 16,000円 14,000円 13,000円 13,000円
令和５年２月の保険料額と
同額です。 ７月の通知書によりお知らせいたします。

※4月から8月までの間で保険料年額（上記例では80,000円です）のおよそ半分の額となるよう、8月分で調整させ
ていただきます。また、10月分では1,000円未満の端数が調整されます。なお、上記金額はあくまでも一例です。

例えば…

➡

無料法律相談
　市では、法律問題でお困りの方が、お気
軽に法律の専門家（＝弁護士）に相談でき
るよう、秋田弁護士会のご協力をいただき、
次のとおり無料法律相談を開催します。

【日時】4 月 26 日水 13:30 ～
【場所】角館交流センター 第 2 研修室
【相談員】久島憲晴弁護士
【相談内容】 ▼一般法律相談（法律問題全

般のご相談）  ▼サラ金・クレジットなど多
重債務のご相談  ▼中小企業・個人事業
に関するご相談  ▼高齢者・障がい者に
関するご相談  ▼交通事故に関するご相
談  ▼子どもに関するご相談

【申込方法】総務課総務係に電話で予約し
てください。

【予約受付時間】平日 9:00 ～ 17:00
【相談時間等】1日先着4人。1人30分以内。

（①13:30 ～ 14:00  ②14:05 ～ 14:35  
③14:40 ～ 15:10  ④15:15 ～ 15:45）

【その他】相談がスムーズに進むよう、あ
らかじめ話の内容をまとめてきてくださ
い。相談に必要と思われる資料がありま
したらお持ちください。

【問合せ】仙北市総務課  ☎43-1111

▼ ▼ ▼ Consultation相　談

行政に関する相談ごとは
行政相談委員に
　行政相談委員は、総務大臣から委嘱を
受け、国の仕事などについての苦情や意
見・要望を受け付け、皆さんと関係行政
機関との間に立って、その解決を図る「行
政と住民のパイプ役」です。仙北市の行
政相談委員は次の 3 人の方で、自宅で相
談を受け付けているほか、定例相談所を
開設しています。

【行政相談委員】 ▼羽川茂幸 ☎42-2385  
田沢湖田沢字沼田102-1 ▼大楽進 ☎
53-2690  角館町七日町34 ▼新山敦晃 
☎47-2746  西木町西明寺字宮田18

【4月相談所開設日・場所】 ▼ 19日水・田
沢湖総合開発センター ▼ 20日 木・角
館交流センター ▼ 28日 金・市役所桧
木内出張所

【時間】13:00 ～ 15:00
【問合せ】仙北市総務課  ☎43-1111

▼ ▼ ▼ Consultation相　談

「お出かけは マスク戸締り 火の用心」
　4 月２日から８日までの 7 日間、春の火災予防運動が実施されます。この運動は、火
災の発生しやすい時季を迎えるにあたり、火災予防について考え、行動することで、火
災の発生を防ぎ、高齢者を中心とする死者の発生を減少させるとともに火災による被害
をなくすことを目的としています。

《住宅用火災警報器の設置訪問調査協力のお願い》
　火災予防運動期間中に、消防職員がご自宅を訪問し、身分証を提示したうえで住宅用
火災警報器の設置状況の調査を行います。

【調査予定地域】 ▼角館地区：小勝田、川原地域　 ▼田沢湖地区：田沢、刺巻地域　 ▼西木
地区：上桧木内、桧木内、門屋地域

※なお、消防署の職員が住宅用火災警報器や消火器の販売をすることはありませんので、
悪質な訪問販売などには十分注意してください。

【問合せ】 ▼角館消防署 ☎54-2302  ▼田沢湖分署 ☎43-1139  ▼西木分署 ☎48-2324

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ
春の火災予防運動が

始まります !

ストップ踏切事故！
　春の陽気で雪解けが進み、いよいよ農
作業シーズンの始まりです。春の農繁期
には、踏切を横断することが増えてきま
す。踏切事故の多くは、列車が通過する
直前の横断や自動車などが停滞・エンス
ト・落輪することが原因で、市内におい
ても発生しています。警報器や遮断機が
ある踏切でも、横断するときは、必ず一
時停止し、安全確認を行い、踏切事故に遭わないよう注意してください。

▼列車はすぐに停止できないので、踏切の手前では必ず一時停止をして、目と耳で列車が
接近していないことを確認しましょう。 ▼警報機が鳴っているときや、遮断機が下りて
いたり、下り始めているときは、絶対に踏切に侵入しないでください。 ▼踏切を越えた
先に自分の車が停められるスペースがない時は、絶対に踏切に侵入しないでください。

【問合せ】仙北市まちづくり課  ☎43-3315

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

3232Semboku  City  Public  RelationsSemboku  City  Public  Relations3333 20232023--44広報せんぼく広報せんぼく


	koho2304_0136_Part15.pdf
	koho2304_0136_Part16
	koho2304_0136_Part17

